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７ 会議に付した事件の件名

別紙次第のとおり

８ 会議の概要及び結果

（１）第４６号議案のうち本委員会関係部分については、可決すべきものと全会一致をもって

決定した。

（２）新型コロナウィルス感染拡大防止に係る対応について、損害賠償請求事件について、新

型コロナウィルス感染症対策における警察職員の勤務状況等について、令和元年大分県警

察業務重点推進結果について及び令和２年春の組織改編概要について、執行部から報告を

受けた。

９ その他必要な事項

な し

１０ 担当書記

議事課議事調整班 主幹 秋本昇二郎

政策調査課調査広報班 主事 佐藤千種



文教警察委員会次第

日時：令和２年３月４日（水）本会議終了後

場所：第２委員会室

１ 開 会

２ 警察本部関係

（１）付託案件の審査

第 ４６号議案 令和元年度大分県一般会計補正予算（第４号）

（本委員会関係部分）

（２）諸般の報告

①新型コロナウィルス感染症対策における警察職員の勤務状況等について

②令和元年大分県警察業務重点の推進結果について

③令和２年春の組織改編概要について

（３）その他

３ 教育委員会関係

（１）付託案件の審査

第 ４６号議案 令和元年度大分県一般会計補正予算（第４号）

（本委員会関係部分）

（２）諸般の報告

①新型コロナウイルス感染拡大防止に係る対応について

②損害賠償請求事件について

（３）その他

４ 協議事項

（１）その他

５ 閉 会
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別 紙

会議の概要及び結果

開会にさき立ち、先般着任した森三浦委員長

實警務部長から、一言御挨拶をいただきます。

〔森實警務部長挨拶〕

ありがとうございました。三浦委員長

ただいまから、文教警察委員会を開きます。

本日は都合により、高橋委員が欠席しています。

本日審査いただく案件は、今回付託を受けた

議案１件です。この際、案件全部を一括議題と

し、これより警察本部関係の審査に入ります。

まず、付託案件の審査を行います。第４６号

議案令和元年度大分県一般会計補正予算（第４

号）のうち、警察本部関係部分について執行部

の説明を求めます。

初めに、私から一言御挨拶を竹迫警察本部長

申し上げます。

まず、マスク着用について御説明します。本

日の報告にも入っていますが、県内で初となる

新型コロナウィルスの感染者が出まして、警察

職員は不特定多数の一般県民と接触する機会が

が非常に多い職場です。そういう意味で、通常

の職域よりもかなり慎重な新型コロナウィルス

対策をやっていて、第一線の職員については、

県民の方と接触するときには、マスク着用を義

務付けています。警察本部職員についても、そ

れに準じた注意を払っています。本日は御覧の

ように職員がマスクを着用して説明をしますの

で、どうぞ御了承ください。

三浦委員長をはじめ、委員の皆様方におかれ

ては、平素から警察業務の各般にわたり御理解

と御協力を賜り、厚くお礼を申し上げます。

県内の治安情勢については、残念ながら今年

に入り宇佐市安心院町で２名の方が被害に遭っ

た殺人事件や、特殊詐欺事件の発生、交通死亡

事故の多発など、大変厳しい状況が続いている

と認識しています。宇佐市の殺人事件について

は、地域住民の方々の不安を解消すべく、職員

が一丸となって犯人検挙のため捜査を続けてい

ますので、引き続き県警察への御支援を賜りま

すよう、何とぞお願い申し上げます。

本日の委員会では、付託案件として令和元年

度大分県一般会計補正予算（第４号）、諸般の

報告として新型コロナウィルス感染症対策にお

ける警察職員の勤務状況等、令和元年大分県警

察業務重点推進結果及び令和２年春の組織改編

概要について説明します。それぞれの案件につ

いては、担当部長又は課長から説明しますので、

どうぞよろしくお願いします。

第４６号議案令和元年度大分県田原会計課長

一般会計補正予算（第４号）のうち、警察本部

関係について説明します。お手元の文教警察委

員会説明資料１ページをお開きください。

今回の警察費の補正予算額は、表の左から３

列目の補正予算額（Ｂ）の欄、一番上の警察費

合計欄に記載のとおり１億９８７万６千円の減

額です。これを既決予算額（Ａ）から減額する

と､補正後の総額は、その右の列の計（Ａ＋

Ｂ）欄に記載のとおり２６４億２，５８０万９

千円となります。

警察費のうち人件費の補正予算額は、補正予

算額の欄、上から３行目の人件費の小計欄に記

載のとおり６，３７２万８千円の減額です。こ

れは、育児休業及び中途退職等により給料を支

給しなかったことなどによるものです。

次に、警察費のうち事業費の補正予算額は、

補正予算額の欄一番下の事業費の小計欄に記載

のとおり４，６１４万８千円の減額です。この

主な内容について、目ごとに説明します。

まず表の一番左の列、区分・目名の欄、上か

ら５行目の警察本部費です。補正予算額は１，

６８８万８千円の減額で、これは表の一番右の

列、説明欄に記載している児童手当の支給額が

見込みを上回ったものの、その下の警察運営諸

費に計上している消耗品費の節減などにより減

額となったものです。

次に装備費です。補正予算額は４３７万２千

円の減額で、これは説明欄に記載のヘリコプタ

ー資機材等整備事業費については、ヘリコプタ

ーの特別点検に伴う入札残などです。また、そ
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の下の車両等燃料費については、燃料使用量の

増加によるものです。

次に警察施設費です。補正予算額は６６４万

２千円の減額で、これは説明欄に記載の警察施

設改修費については節減などによるものです。

また、その下の交通安全施設整備費については、

国庫補助金の減額に伴う補助事業費の減額です。

次に運転免許費です。補正予算額は１，０３

６万６千円の増額で、これは説明欄に記載して

いる更新時講習業務委託料及び処分者講習業務

委託料が見込件数を下回ったものの、その下に

記載の運転免許業務諸費に計上している７０歳

以上の方が運転免許を更新する際に受講する高

齢者講習が見込件数を上回ったことなどにより、

増額となったものです。

次に恩給及退職年金費です。補正予算額は４

５０万１千円の減額で、これは受給者の減少に

伴うものです。

最後に警察活動費です。補正予算額は２，４

１１万１千円の減額で、このうち説明欄に記載

の特殊詐欺水際対策強化事業費については、特

殊詐欺被害防止のためのコールセンター業務委

託に伴う入札残などです。その下の電話専用料

等通信運搬費以下の項目については、実績が見

込みを下回ったことなどによるものです。

以上で説明は終わりました。三浦委員長

これより質疑に入ります。委員の皆さまから

質疑、御意見等はありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

別に質疑もないので、これで質疑三浦委員長

を終わります。なお、採決は教育委員会の審査

の際に一括して行います。

以上で付託案件の審査を終わります。

次に、執行部より報告をしたい旨の申出があ

りましたので、これを許します。

まず、①と②の報告をお願いします。

まず、新型コロナウィルス感染森實警務部長

症対策における警察職員の勤務状況等について

報告します。

県警察では、２月２５日に大分県新型コロナ

ウイルス感染症対策本部を設置しました。その

対策本部で、関係機関と連携した情報収集、そ

れから職員の感染防止対策を講じています。

具体的には、アルコール消毒液を庁舎内の共

用スペース等に設置して、手指の消毒を励行す

るほか、全ての職員に対して、県民応接の際の

マスク着用を指示しています。このほか、職員

間の感染拡大を防止するため、会議等における

咳エチケット等の励行、それから体調不良と認

められる職員への休暇取得の推奨等、所要の対

策を指示しています。

また、警察職員とその家族が感染又は感染の

疑いがある場合には、まず所属に速報させると

ともに、速やかに保健所へ相談させるなど、感

染拡大防止の観点から適切に対応することとし

ています。

今後とも関係機関と連携しつつ、職員の感染

防止対策を徹底していきます。

続きまして２件目の平成３１年（令和元年）

大分県警察業務重点の推進結果について報告し

ます。お手元にお配りしている文教警察委員会

説明資料の２ページをお開きください。Ａ３版

の資料、平成３１年（令和元年）大分県警察業

務重点の推進結果により説明します。

資料の一番上にあるとおり、県警察では平成

３１年は、県民とともに歩む力強い警察との運

営方針の下、四つの業務目標を掲げ、その達成

に向けて総合的な犯罪抑止対策の推進などの六

つを業務重点として取り組みました。

まず、２段目に記載している四つの業務目標

の達成状況について報告します。

一つ目の刑法犯認知件数１６年連続減少につ

いてです。昨年の刑法犯認知件数は３，０１８

件で、前年より３１３件減少し目標を達成して

います。二つ目の特殊詐欺被害件数１３０件以

下については、被害件数は１１８件で前年より

１４件減少し、被害額も約１，１１０万円減少

し目標を達成しました。三つ目の交通事故死者

数過去最少については、死者は４１人で前年よ

り２人増加しました。したがって、過去最少と

いう目標は未達成となりました。最後の重要犯

罪の完全検挙については、検挙率１０３．２％

となり目標を達成しています。

業務目標の達成状況については以上です。
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続いて、業務重点の６項目について明します。

下に大きく六つの枠に分けて記載しています。

まず上段左の枠を御覧ください。１総合的な

犯罪抑止対策の推進結果について説明します。

まず犯罪情勢ですが、刑法犯認知件数は３，

０１８件で１６年連続で減少し、地域の安全度

を示す犯罪率は５年連続の全国第４位、検挙率

は全国第２１位となっています。殺人や強盗な

ど重要犯罪の検挙率は全国３位でした。昨年は、

地域の実態に即した効果的な取組を推進したほ

か、防犯ボランティア団体等の活性化や街頭防

犯カメラの設置促進等により、地域の防犯力の

強化や犯罪の起きにくい環境づくりに取り組み

ました。本年も引き続き関係機関・団体と連携

し、効果的な犯罪防止に向けた取組を推進して

いきます。

続いて特殊詐欺の被害状況です。特殊詐欺の

被害件数は１１８件で被害額も約２億１，７６

７万円といずれも減少しています。昨年は、こ

れまでの取組を継続して実施するとともに、県

全体が一丸となって特殊詐欺等根絶を目指すた

め、県、県教育委員会と共同し、大分県特殊詐

欺等被害防止条例を提出し、これを制定してい

ただきました。本年はこの条例を県民に周知し、

持続的な社会的気運の醸成につなげることで県

民の抵抗力を強めるなど、さらなる被害減少に

向けた取組を強力に推進していきます。

次に、二つ目の項目、上段中央の２子供・女

性・高齢者の安全確保と少年の非行防止・保護

対策の推進結果について説明します。

まず、子ども・女性に対する声掛け事案、ス

トーカー・ＤＶ事案等への迅速・的確な対応に

ついてですが、昨年の声掛け事案、ストーカー

事案及びＤＶ事案への対応件数はいずれも増加

しており、高い水準で推移しています。県警察

では、学校の登下校の安全を確保するため、登

下校防犯プランに基づいて教育委員会や学校、

ＰＴＡ、地域住民等と連携し、通学路の安全点

検や積極的な情報提供等に努めてきました。

あわせて、子どもの安全対策を一層強化する

ため、県、県教育委員会と共同して、大分県安

全・安心まちづくり条例を改正しました。また、

ストーカーやＤＶ事案に対しては、被害者等の

安全確保を最優先に、保護対策や加害者の検挙

等、迅速・的確な対応を推進してきました。本

年も引き続きこれら対策に万全を期していきま

す。

次に三つ目の項目、上段右側の３交通死亡事

故の抑止について説明します。

昨年の交通事故死者数は４１人で前年より２

人増加し、業務目標である交通事故死者数過去

最少は達成こそできませんでしたが、過去３番

目に少ない死者数となりました。また、発生件

数は３，０３７件、負傷者数は３，７６５人と、

いずれも１５年連続で減少し、一定の成果をあ

げることができたと考えています。こうした成

果は、詳細な交通事故分析に基づき、まず関係

機関・団体と連携した事故多発路線・時間帯等

における街頭活動、それから横断歩道における

歩行者優先をはじめとした交通ルールの遵守と

交通マナーの向上を図るため、県出身タレント

を活用した広報啓発活動、それから横断歩行者

妨害等の悪質・危険な交通違反の取締り等の各

種対策を着実に積み重ねてきた結果であると考

えています。

交通事故の内容を見ると、高齢者が全死者の

約７割、高齢運転者が約半数を占め、また歩行

者が道路横断中にはねられる事故が多く発生し

ていますが、その原因の多くが前方不注視や安

全不確認など注意力を欠くことに起因するもの

でした。県警察としては一人でも多くの警察官、

１台でも多くのパトカーをとにかく街頭に出し

てドライバーの皆さんに注意力と緊張感を持っ

た運転を呼びかけるとともに、高齢者の加害・

被害両面からの交通事故防止対策、横断歩道で

のマナーアップについても取組を強化したいと

考えています。

本年も悲惨な交通事故を１件でも減少させる

ため、本年も関係機関・団体等との緊密な連携

の下、より一層効果的な交通事故防止対策を推

進していきます。

次に四つ目の項目、下段左側の４悪質・重要

犯罪等の徹底検挙について説明します。

まず、重要犯罪の検挙の状況ですが、平成３
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１年中における殺人や強盗等を含む重要犯罪の

認知件数は６３件、検挙件数は６５件で、検挙

率は１０３．２％と全国平均の８５．９％を１

７．３ポイント上回る成果をあげることができ

ました。

次に、振り込め詐欺をはじめとする特殊詐欺

の徹底検挙については、積極的な「だまされた

振り作戦」や助長犯の取締り強化を徹底し、実

行犯と口座詐欺等の助長犯を合わせて計８３人

を検挙しています。本年も、本部と警察署が一

体となった取組により、県民に大きな被害や不

安を与える悪質・重要犯罪等の徹底検挙に努め

ます。

次に五つ目の項目、下段中央の５暴力団等組

織犯罪対策の推進について説明します。

現在、県内の暴力団は１７の組織と約１５０

人の暴力団構成員等を把握しています。全国的

には、対立が激化している指定暴力団の六代目

山口組と神戸山口組について、両組織の拠点が

ある兵庫県や大阪府など６府県の公安委員会が、

特定抗争指定暴力団に指定するなどして対策を

強化していますが、依然として予断を許さない

状況です。県警としては、このような緊迫した

情勢を踏まえ、昨年は暴力団幹部らによる建設

事業者襲撃事件や暴力団総長とその親交者によ

る強要未遂事件等で６４人の暴力団員等を検挙

するとともに、不当贈与要求行為等を行った暴

力団員に対し、暴力団対策法に基づく中止命令

を５件発出するなど取締りや規制を強化しまし

た。

薬物事犯の取締り強化については、暴力団関

係者による組織的な覚醒剤密売事件の検挙等に

より７６人を検挙するとともに、覚醒剤約１９

５グラム、大麻約６４グラム等を押収していま

す。本年も六代目山口組をはじめとした暴力団

や共生者等の取締りを徹底するとともに、県民、

企業及び行政等と一体となった暴力団排除活動

を推進するほか、薬物・銃器犯罪についても徹

底検挙に努めます。

最後に六つ目の項目、下段右側６災害、テロ

等緊急事態対策及び大規模警備諸対策の推進に

ついて説明します。

災害関係では、昨年８月の台風第１０号が接

近する中、玖珠町大谷渓谷において発生した孤

立事案に際して、１８名全員を無事救出すると

ともに、積極的な広報により本件が全国ニュー

スで取り上げられるなど良好な災害警備広報を

行うことができました。このほか、関係機関と

合同した実戦的訓練を行うなど、対処能力の向

上に努めました。

テロ等緊急事態対策及び大規模警備諸対策の

推進関係では、昨年の県警最重要課題であるラ

グビーワールドカップ２０１９に際して、テロ

の未然防止のため、関係機関と連携した水際対

策等の各種対策を講じるなど、官民一体となっ

た取組により大規模警備を滞りなく終えること

ができました。また、天皇陛下の御即位に伴う

式典やＧ２０大阪サミット等、昨年相次いだ大

規模警備に関しても、特別部隊の派遣や県内に

おける警備諸対策を徹底し、安全確保に貢献す

ることができました。

本年は、東京オリンピック・パラリンピック

競技大会に伴う聖火リレー等に向けて、引き続

き県民の皆さまの御理解と御協力を得ながら、

テロの未然防止対策等を強力に推進するほか、

効果的な災害対策に努めます。

以上で、平成３１年（令和元年）大分県警察

業務重点の推進結果についての報告を終わりま

す。県警察では、本年も引き続き、県民ととも

に歩む力強い警察という運営方針の下、日本一

安全な大分の実現に向けて、職員一丸となって

取り組みます。委員長をはじめ、委員の皆さま

方には、今後とも御支援、御協力を賜りますよ

うお願いします。

以上で説明は終わりました。三浦委員長

これより質疑に入ります。委員の皆さまから

質疑、御意見等はありませんか。

３番目の交通死亡事故の抑止で、表小嶋委員

現としては県出身タレントを活用した広報啓発

を強力に推進と書いています。指原莉乃さんが

悪いわけじゃないのですが、ポスターを貼った

だけでは減らないと思うんですね。多分それは

実感されていると思うし、それが無用というわ

けではありません。ただ私は一般質問で、営業
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に車で出ている事業者等としっかり連携してい

くことを提案しました。事業者から日常の業務

の中で横断歩道では運転者に止まるよう啓発し

てくださいと、しっかり約束していただけるよ

うな取組が一方で必要だと思います。この前、

バス協会とは結んだと言っていました。タクシ

ー協会とも結んでほしいと要望したんですけど、

そのほかにも車が１０台、２０台以上あるよう

な大きな事業者のところは、早めに対策を取っ

ていただきたい。協定とは言わなくてもいいけ

れども、そういう約束をしてもらって、社員に

啓発していただくことが必要だと思います。こ

れは全事業者にあたる勢いでやっていただくと、

横断歩道のストップがまず始まると思うんです。

もう一つは皆さん方が警らしているときに、

５分や１０分でもいいんですよ。人通り、車の

通行・往来が多いときには、パトカーですから

回転灯で停車できるので、横断歩道で待機して、

一度どういう状況か把握するといいのではない

かと思います。やっぱりパトカーが行くと、我

々は心理的には止まらなければいけない。そこ

ですっと行ってしまった車には注意すればいい

んですよ。摘発するのではなくて注意をして、

ここではいつもやっているなと皆さんにくせ付

ける。ドライバーにはそういう心理があると思

うので、そこは不断の努力として、ぜひやって

いただきたいと常々思っています。要望ですけ

れどもよろしくお願いします。

前回、委員からタクシー協会と木村交通部長

か、いろんなところにもっと働きかけたらどう

かというアドバイスをいただいて、バス協会と

は既に協定をしていますけれども、タクシー協

会やトラック協会に文書を出して、今回、思い

やり運転の協議会のようなものを発足させて、

第１回の会合を持つ予定にしていました。今回

の新型コロナウィルスの関係で若干遅くなりま

すが、そういった取組を着実に進めていきたい

と思っています。

パトカーの活動に関しては、通常パトロール

を行っている自動車警ら班のパトカー乗務員、

また、交番・駐在所の勤務員と我々交通部と連

携して、ただいま委員からアドバイスをいただ

いたような活動にも取り組んで行きたいと思っ

ています。（「よろしくお願いします」と言う

者あり）

ほかにありませんか。三浦委員長

〔「なし」と言う者あり〕

ほかに御質疑等もないので、次に三浦委員長

③の報告をお願いします。

令和２年春の組織改編概要につ森實警務部長

いて報告します。

昨年は、県警察の最重要課題と位置付けてい

たラグビーワールドカップ２０１９警備を完遂

したほか、治安情勢においても犯罪抑止、検挙、

交通事故抑止において一定の成果をあげたと認

識しています。

その一方で、殺人や強盗等の凶悪事件は依然

として発生しています。また、特殊詐欺被害、

ストーカー・ＤＶ等の人身安全関連事案や子ど

も・女性に対する声掛け事案、高齢者が当事者

となる交通死亡事故が多発するなど、県警察の

治安上の課題は山積しています。また我が国は、

人口減少や急速な高齢化、国際化の進展等の変

化に正に直面しており、県警察としても将来的

な社会構造の変化等に適切に対応していくため、

業務の合理化・効率化や優秀な人材の確保等を

推進することが喫緊の課題となっています。

こうした情勢を踏まえ、令和２年春の組織改

編を行うこととしました。なお今春は、本県の

地方警察官の増員がありませんので、組織の合

理化、人員の効率的配置による改編となってい

ます。それでは、主な組織改編について、お手

元の資料により順に説明します。資料の３ペー

ジ、４ページを御覧ください。

まず、項目１の警察本部執行隊機能の更なる

強化です。

刑事部刑事企画課機動捜査隊等、本部所属に

配置されている執行隊については、各警察署管

内で事件・事故等が発生した場合又はその抑止

のため、その機動力をいかして初動警察活動等

を行っています。既存の執行隊は、機動捜査隊

であれば刑事関係、交通機動隊であれば交通関

係等と主に各所管業務に係る事案に対応してい

ますが、さらに部門横断的な初動警察活動を展
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開するため自動車警ら隊を設置し、より迅速・

的確な初動警察活動等及び執行隊の効果的運用

による警察署業務の合理化・効率化等を推進し

ます。また、機動捜査隊の体制を強化するとと

もに、本部地域課に機動警察管理官を配置し、

同管理官が自動車警ら隊の隊長及び地域課通信

指令センター副所長を兼務することで、自動車

警ら隊の運用を一元指揮できる態勢を構築しま

す。

次に、項目２の警察施設・装備等の管理機能

強化です。

近年、交番勤務の警察官が刃物等による攻撃

を受けて拳銃を奪取されるなど、全国的に警察

官に対する襲撃事案が相次いで発生しているこ

とから、警察施設のセキュリティの強化及び警

察装備資機材の機能強化等を図り、安全な職務

執行環境を整備する必要があります。また、警

察施設の老朽化といった深刻な課題が顕在化す

る中、施設の長寿命化を図りながら中長期的に

整備を推進する必要もあります。

このような状況を踏まえ、警察施設及び装備

等の適正な管理、運用を図るとともに、施設・

装備・車両等の業務を一体的に運用することに

よって業務の合理化・効率化を推進するため、

会計課用度・管財係及び会計課施設管理室並び

に警務課装備係、警務課通信係及び警務課車両

係を統合し、警務部施設装備課を新設します。

次に、項目３の国際テロ対策等の更なる推進

のための体制強化です。

現下の国際テロ情勢は依然として厳しい状況

にあり、我が国に対するテロの脅威も継続して

います。特に、我が国は２０２０年東京オリン

ピック・パラリンピック競技大会等、大規模な

国際的イベントの開催が控えていることから、

国際テロ対策をさらに強化する必要があり、県

警察としてもテロ関連情報の収集・分析、関係

機関と連携した国際海空港における水際対策を

さらに強化していく必要があります。

また、当県に在留する外国人は増加傾向にあ

り、当県の出入国管理及び難民認定法違反事件

の検挙件数はおおむね増加傾向にあることから、

不法残留の防止及び同法違反に係る取締り等を

推進する必要があります。

以上のような厳しい国際テロ情勢や県内在留

外国人の増加等に適切に対応するため、警備部

警備第一課外事・国際テロリズム対策室を所属

化して、警備部外事課を新設します。

次に、項目４の優秀な人材確保及び若手警察

職員の育成強化です。

さきほど説明したとおり、我が国は人口減少

や急速な高齢化に直面していることから、県警

察としても優秀な人材を確保し、効果的な採用

時教養を行うことにより、早期に警察職員とし

ての実務能力を習得させていく必要があります。

そのため、職員の採用及び採用後一定期間の教

養を一体的に推進するため、警務部警務課採用

係と警務部教養課を統合し、警務課内に採用・

育成企画室を新設します。

次に、項目５の児童虐待対応体制の強化です。

児童虐待対応件数が増加傾向にある中、児童

相談所等関係機関との連携や児童虐待の疑いの

ある事案を認知した際の初動対応等、児童虐待

への対応力の一層の強化を図るため、生活安全

部人身安全・少年課に児童虐待対策官を新設し、

体制の強化を図ります。

次に、項目６の情報セキュリティ体制の強化

です。

人口減少や急激な高齢化など社会の変化に適

切に対応するため、先端技術の導入等による警

察情報管理システムの合理化・高度化を推進す

る必要がありますが、一方で、サプライチェー

ンリスクや警察が管理する運転免許情報や捜査

情報等の漏えい等、情報セキュリティ上のリス

クの増大も懸念されています。そのため、情報

管理課内に情報セキュリティ対策室を設置して、

対策の強化を図ります。

次に、項目７の交番・駐在所の配置見直しで

す。

これは、平成２２年１１月に策定した警察署

等の配置見直し計画に基づくものであり、挾間

警察官駐在所と石城川警察官駐在所を統廃合し、

挾間交番を新設するものです。

最後に、項目８の留置管理体制の充実・強化

です。
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刑法犯認知件数が継続して減少傾向にある中、

より合理的な留置管理体制を構築するため、現

行の集中留置施設７施設のうち、１施設を閉場

して６施設に見直し、これにより大型留置施設

に人材を集約するなどして、留置管理体制のさ

らなる充実・強化を図ります。この見直しによ

り閉場される留置施設は、宇佐警察署になりま

す。

以上で説明は終わりました。三浦委員長

これより質疑に入ります。委員の皆さまから

質疑、御意見等はありませんか。

一つだけですが、対策を強化される小嶋委員

ということで、喜ばしいことだと思いますし、

十分充実させてほしいと思いますが、その中で

も５番目の児童虐待対応体制の強化です。

これは児童虐待の性質上、非常に難しい対応

に迫られると思います。ですから、対策官の新

設ということだけで手放しに喜べないのではな

いかなと思います。児童相談所で経験している

方の対策・対応を、十分に学びながら心理学―

―児童心理学もそうですけれども、大人の心理

学をしっかり修得した方々の任官が将来的に求

められるのではないかと私は思います。１年目

からは無理だと思うんですが、採用時に心理学

を習得している人たちを採用する。そして、期

間を長くして集中的に対策を取って、将来的に

きちんと引継ぎをしていく、持続的な対策を取

っていけるようにしていかないと。さきほどの

報告では、児童虐待が増えていますからね。こ

れは重要になるから作ったのだと思うんですけ

ど、対策官の人材育成も十分意識してやってい

ただきたいと思うんですが、その辺いかがでし

ょうか。

委員御指摘のとおり、年々筒井生活安全部長

児童虐待、通告事案が増えていて、ちなみに平

成２８年から数字をあげますと、３４９人、３

６０人、４４１人、６０３人と言うことで、昨

年は前年対比で１６２人も増えている状況で、

対応には非常に苦慮しています。

児童相談所とは、警察官ＯＢの出向で連携強

化を図っていますし、年に２回研修をしたり、

現場での説得訓練などもしています。今のとこ

ろこれに長けた人材はいませんが、今後こうい

った対策官を立ち上げますので、そういった観

点から、児童虐待の専門家を育成していきたい

と思っています。

今の御指摘はそのとおりだと竹迫警察本部長

思っていまして、私も着任時の挨拶の中で職員

に申しましたが、児童虐待に限らずあらゆる部

門で、国際テロなどについても専門化が進んで

くると。だから我々も専門家として対応できる

体制を整えていかなければいけないと考えてい

ます。正に委員の御指摘のような、それぞれの

ポストに見合った人材を、ころころ変えるので

はなくて、長く育成するような人事制度につい

ても検討していきたいと思っています。（「よ

ろしくお願いします」と言う者あり）

ほかによろしいですか。三浦委員長

〔「なし」と言う者あり〕

ほかに御質疑等もないので、以上三浦委員長

で諸般の報告を終わります。

この際、何かありませんか。

１点だけですけれども、宇佐市阿部長夫委員

で起きた殺人事件を今一所懸命に捜査していた

だいていると思います。ただ、私も田舎に住む

人間の一人として非常に心配しています。今は

どうか知りませんが、田舎は大体、うちの辺り

でも家の鍵を閉めないでそのまま出たり、寝た

りしているんですね。ところがこの事件が起き

て以来、どこの誰がやったか分からないので、

玄関の鍵、裏の鍵を全部閉めて、寝る前は鍵を

閉めたかと確認をして寝ているんです。それほ

ど心配しています。

今、一所懸命に捜査をして、犯人検挙に向け

て頑張っていただいていると思いますけれども、

必ず逮捕して事件を解決していただきたい。日

出町で何年か前にあった事件もうやむやで、ど

うなったのかなと思いもあるので、県民の安全

安心を確保する意味で、しっかりと頑張ってい

ただきたい。これは質問というよりお願いです。

委員から激励をいただきました工藤刑事部長

けれども、現在宇佐警察署において、私以下８

８名体制で捜査本部を立ち上げ、日々、早い検

挙に向けて努力しています。
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今、市民の皆さま方からの情報が四百数十件

ほどありますけれども、丁寧かつ慎重に、とは

言え迅速にと考えています。一日も早い安全安

心を皆さまに届けられるように犯人逮捕に向け

て頑張っていますので、どうか引き続き御支援

や情報提供をいただければと思います。どうぞ

よろしくお願いします。（「よろしくお願いし

ます」と言う者あり）

激励をいただきまして、あり竹迫警察本部長

がとうございます。現在の捜査状況は、刑事部

長から申し上げたとおりなんですけれども、鍵

かけの点についてですが、私は大分の出身では

ありませんが、うちの母親が兵庫の出身で、同

じように鍵をかける習慣が全くないところでし

た。それが日本の古き良き時代であったと思い

ます。さきほど我々の組織改正でも外事課の新

設等も説明しましたが、グローバル化の中で海

外の方も含めていろんな方が入ってくるように

なる。広域窃盗団については、鍵をかけていな

い地域をある程度知っていて、そういう所で空

き巣を繰り返すような事例がたくさんあります

ので、古き良き時代は懐かしむものと言います

か、現在は鍵をかけなくても安全だという時代

には、なかなか戻らない社会情勢にあるのかな

と考えていますので、防犯の強化については、

引き続き警察として県民の方に呼びかけていき

たいなと思っています。

ほかにないので、これで警察本部三浦委員長

関係の審査を終わります。執行部の皆さんは、

お疲れさまでした。

執行部が入れ替わりますので、委員の皆さま

はしばらくお待ちください。

〔警察本部退室、教育委員会入室〕

これより教育委員会関係の審査を三浦委員長

行います。本日は都合により、高橋委員が欠席

しています。

まず、付託案件について審査を行います。第

４６号議案令和元年度大分県一般会計補正予算

（第４号）のうち、教育委員会関係部分につい

て執行部の説明を求めます。

初めに、私から一言御挨拶を申し工藤教育長

上げます。委員の皆さま方には、日頃から教育

行政の推進にいろいろと御協力をいただいてい

ることに改めて感謝を申し上げます。

昨日、初めて新型コロナウィルス感染症患者

の県内発生があったということで、これにさき

立って県内の小中高等学校、それから特別支援

学校は既に臨時休業を決めて入っていますけれ

ども、引き続き感染拡大防止に向けて全力を尽

くしていきたいと思っています。急な話で我々

も次々に対応していますけれども、委員会への

連絡についても、ばたばたして混乱させてしま

い、申し訳なかったと思っています。

本日の委員会では付託案件１件、諸般の報告

２件について報告します。詳細については、担

当課長から報告しますので、よろしくお願いし

ます。

第４６号議案令和元年度大佐藤教育財務課長

分県一般会計補正予算（第４号）について説明

します。追加議案書の１ページをお開きくださ

い。また、お手元の文教警察委員会説明資料の

１ページについてもお開きください。

表の下から３段目に２重線で囲んでいますが、

補正予算計上額は、右から２列目の補正予算額

の欄にあるとおり３億２，４５３万８千円の増

額です。内訳は、その下にあるとおり事業費が

２，２２０万１千円の減、人件費が３億４，６

７３万９千円の増となっています。事業費につ

いては、国の補正予算を受け入れて事業を前倒

して実施することとした一方で、入札残など各

事業の実績に伴う所要の減額を行うものです。

また、人件費の増については、退職者の増に伴

う退職手当の増などによるものです。この結果、

補正後の予算総額は、その右の欄にあるように

１，１４２億７，３６１万７千円となります。

２ページを御覧ください。主な補正事業につ

いて、令和元年度一般会計２月補正予算案の概

要で説明します。

１番、県立学校ＩＣＴ活用授業推進事業３億

３，９５８万３千円の増額です。これは、昨年

１２月の総合経済対策の一つとして打ち出され

た、児童生徒１人１台コンピュータの実現に向
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け、無線アクセスポイントの増設など通信ネッ

トワークを整備するとともに、特別支援学校小

学部５、６年生及び中学部１年生と県立中学校

１年生の全児童生徒にタブレット型端末を整備

するものです。

続いて２番、県立学校施設整備事業３億８３

０万６千円の増額です。これは、教育環境の改

善を図るため、国の補正予算を受け入れて、令

和２年度に予定していた特別支援学校における

トイレ洋式化や空調設備の更新、また、久住高

原農業高校の実習棟の整備について、前倒しで

取り組むものです。

次に繰越明許費について説明します。追加議

案書に戻っていただき、２１ページをお開きく

ださい。

第１０款教育費第４項高等学校費の中に二つ

あります。一つは、県立学校ＩＣＴ活用授業推

進事業費３億３，９５８万３千円です。これは、

さきほど説明したとおり、今回の補正予算で要

求しているものであり、国の交付決定や契約の

時期などの関係で実際の事業実施が令和２年度

になる予定であることから、事業費の繰越しを

お願いするものです。

次に、第４項高等学校費の高等学校施設整備

事業費６億５，０５４万４千円、それから第５

項特別支援教育費の盲ろう学校施設整備事業費

１，５１６万７千円、支援学校施設整備事業費

３億６,８２４万円は、いずれも、さきほど説

明した今回の補正予算で要求しているもの、ま

た入札不調等により、事業実施が令和２年度ま

で延長となる予定であることから、事業費の繰

越しをお願いするものです。

続いて、第７項社会教育費の文化財保存事業

補助事業費１，３１６万６千円です。文化財の

保存修理に係る市町村の事業に対する補助事業

において、資材調達や専門工事職人の確保等に

時間を要し、市町村の事業実施が令和２年度ま

で延長となる予定であることから、事業費の繰

越しをお願いするものです。

最後に、債務負担行為補正について説明しま

す。追加議案書の３２ページをお願いします。

下から２番目、１１番の建物賃借料２，９６

８万７千円です。これは、体験型子ども科学館

Ｏ－Ｌａｂｏ（オーラボ）について、令和２年

６月からＮＴＴ西日本府内ビルへ移転すること

に伴い、負担金等の支払いを３月中に行う必要

があることから、債務負担行為を設定するもの

です。

その下１２番、県立学校給食業務委託料２，

８０６万円です。これは、中津支援学校の給食

調理業務について、新たに令和２年度から令和

４年度まで民間委託するものであり、委託業者

を３月中に決定する必要があることから、債務

負担行為を設定するものです。

３７ページをお開き願います。下の三つ、３

５番県立学校施設整備事業（空調事業）、３６

番大分県学力定着状況調査業務委託料、３７番

映像展示物製作業務委託料については、いずれ

も入札等により事業費が減額となったため、限

度額を変更するものです。

以上で説明は終わりました。三浦委員長

これより質疑に入ります。委員の皆さまから

質疑、意見等はありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

別に質疑等もないので、これより、三浦委員長

さきほど審査した警察本部関係部分とあわせて

採決します。

本案のうち本委員会関係部分については、原

案のとおり可決すべきものと決することに、御

異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

御異議がないので、本案のうち本三浦委員長

委員会関係部分については、原案のとおり可決

すべきものと決定しました。

以上で付託案件の審査は終わりました。

次に執行部より報告をしたい旨の申出があっ

たので、これを許します。

①と②の報告をお願いします。

新型コロナウィルス中村教育改革・企画課長

感染症拡大防止に係る県教育委員会の対応につ

いて報告します。資料の３ページをお開きくだ

さい。

まず、学校の臨時休業についてです。２月２

７日に国の要請を受け、即日開催された県新型
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コロナウイルス感染症対策本部において、小中

学校、義務教育学校、高等学校、特別支援学校

における臨時休業の方針が示されました。これ

を受け、県教育委員会では３月２日から当分の

間、全ての県立学校を臨時休業としました。

あわせて、市町村教育委員会宛て同様の対応

を要請し、昨日３日までに県内全市町村の小中

学校、義務教育学校が臨時休業に入っています。

保護者等の事情で、自宅で過ごすことが困難な

子どもの居場所づくりについては、国から放課

後児童クラブ等の業務に教職員が携わることや、

学校において児童を預かることなど、人的体制

の確保に向けた取組方策が示されたことを受け、

昨日市町村教育委員会及び県立特別支援学校に

対して、関係部局と連携して適切に対応するよ

う依頼しています。

次に、県立学校の卒業式及び入学者選抜につ

いてです。県立高校及び特別支援学校の卒業式

については、感染予防措置を徹底し、出席者は

卒業生とその保護者、教職員とし、必要最小限

の人数で実施することとしました。多くの学校

が３月１日から３日にかけて実施しましたが、

特に混乱等は生じていません。そして、高等学

校の入学者選抜、特別支援学校高等部と専攻科

の入学者選考については、３月１０日・１１日

に感染予防措置を徹底し実施する予定としてい

ます。なお、両試験の志願者が感染又はその疑

いにより、治療や検査等のために受験できない

場合は、高等学校においては１次入試の追試験

を、特別支援学校においては年度内に別の検査

日を設定する措置を講ずることとして、本日市

町村教育委員会並びに関係校に通知をします。

県教育委員会が所管する社会教育施設、文化

施設及び体育施設については、３月２日から当

分の間、休館としています。今が正に感染流行

を早期に収束させるために極めて重要な時期で

あり、何よりも子どもたちの健康・安全を第一

に考えて、学校、家庭、県民の皆さまの御理解

と御協力をいただきながら、万全の対応を行な

っていきます。

令和２年１月１４日付けで大分地工藤教育長

方裁判所に提訴があった損害賠償請求事件につ

いて報告します。

この事案については、県民の皆さま方、そし

て県議会、委員の皆さま方にも大変御心配をお

かけしています。おわびを申し上げます。被害

生徒の一日も早い回復を、心からお祈り申し上

げます。

今後、訴状の内容や県教委で把握している内

容なども勘案し、検討して、真摯に対応してい

きたいと考えています。詳細については、担当

課長から報告させます。よろしくお願いします。

お手元の資料４ページをお渡辺教育人事課長

開きください。

２当事者にあるとおり、原告は、女子生徒Ａ

さんとその女子生徒の親権者Ｂ氏になります。

被告は大分県です。

３事案の概要としては、加害教諭は平成３０

年１０月以降、県内の公立学校の女子生徒Ａさ

んに対し、１８歳未満と知りながらホテル等で

みだらな行為を行いました。そして、平成３１

年１月、女子生徒Ａさんは自殺を図り、病院に

救急搬送され、その後Ａさんは低酸素脳症にな

り現在も入院中です。

続いて、今回の訴状の内容に関して説明しま

す。まず、原告の請求の趣旨についてです。

４（１）にあるとおり、被告は原告Ａに対し、

金１億１，２７６万２，９２５円及びこれに対

する２０１９年１月１８日から支払済みまで年

５分の割合による金員を支払え。(２）被告は

原告Ｂに対し、金６４９万８，４３４円及びこ

れに対する２０１９年１月１８日から支払済み

まで年５分の割合による金員を支払え。(３）

被告は原告Ｂに対し、金１，１９２万６，１３

５円及びこれに対する訴訟送達の日の翌日から

支払い済みまで年５分の割合による金員を支払

え。(４）訴訟費用は被告の負担とするとの判

決を求めるという内容です。

次に、５原告の請求の原因についてです。

（１）国家賠償法第１条第１項に基づく賠償

責任について、加害教諭は被告が運営する県立

高校の教師であり、教職というその職務を行う

について、教師と生徒という関係を利用し、原

告Ａと性的関係を持ち、原告Ａを精神的に追い
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詰めて、ついには自殺未遂にまで至らせたので

あるから、国家賠償法第１条第１項に基づき、

被告は原告らの損害を賠償する義務があるとい

うものです。

次に、 (２）民法７１５条に基づく賠償責任

について、仮に加害教諭の行為が、公権力の行

使にあたらないとしても、加害教諭は被告の被

用者であり、被告は加害教諭の行為につき使用

者としての賠償責任を負うというものです。

今後の予定ですが、６にあるとおり第１回口

頭弁論が令和２年４月１７日金曜日午前１１時

から行われる予定となっており、今後訴状の内

容や県教育委員会で把握している内容等も勘案

して、県として真摯に対応していきたいと考え

ています。

以上で説明は終わりました。三浦委員長

これより質疑に入ります。委員の皆さまから

質疑、御意見等はありませんか。

諸般の報告の一つ目ですが、急きょ小嶋委員

こうなったということで、さきほどから話があ

るように、新型コロナウィルス対策に万全を期

さなければならんという、大きな趣旨は十分理

解するんですが、今回の措置というか在り方と

して、法律的には何ら――学校教育法とかいろ

いろ法律がありますよね。法的には特に問題が

なかったのかどうか。その辺の感じ方はいかが

かということ。

もう一つは、今回の新型コロナウィルス感染

拡大防止でいろいろ対応を取っていますが、仮

に子どもの罹患が発生した場合、発表をするか

どうかに関する教育委員会の基本的な考え方を

お聞かせいただきたいと思います。これに関し

て、私はそうすべきであるとか、そうすべきで

ないという考え方を持っているわけではありま

せんが、まず教育委員会の基本的な考え方をお

聞かせいただきたいと思います。

もう、いろんな報道等で出ていま工藤教育長

すけれども、今回の事案について２月２５日に

国の大きな基本方針が定まって、そして２７日

に新型コロナウィルス感染症対策本部会議にお

いて、総理から、これは指示とかではなくて、

各団体、学校に要請をするという形でありまし

た。ですからそこには、それぞれの設置者の判

断が入る余地が当然あった。それに対して、県

内でも、我々としては即、週明けの３月２日か

ら休校をお願いする要請という形にはしました

けれども、それぞれの団体の事情によって昨日

３日からスタートしたところもあるということ

です。

法的に束縛するとか、そういうことではなく

て、法的な根拠はありませんから、あくまでも

要請だということで我々も要請をしてきました。

我々が所管する学校については、県の本部会議

において２日から閉じよということで対応しま

した。そして昨日の発生がどう展開するか分か

りませんけれども、子どもの発表をどうするか

については、その発生状況を見ながらでないと、

判断をするわけにはいかないだろうなと。例え

ば、ある程度個人情報であっても発表しなけれ

ば、さらに広がる危険性があるとか、そういっ

たいろんな状況も想定ができませんので、そこ

ら辺の情報を集めた上で、判断していくことに

なろうと思います。今時点でこうしよう、ああ

しようというルール的なものは、今のところあ

りません。そういう段階です。

後段の子どものことについては、本小嶋委員

当にあってはならないと思いますが、仮に発生

したりするとＳＮＳで拡散されるという可能性、

危険性があるということで、会派でもすごくそ

れは心配をしています。そういうことから、少

し考え方を聞かせていただいたんですけれども、

今の段階で恐らくこうしますという方針はない

かもしれませんけれども、今後その辺について

は慎重に、ぜひ対応をよろしくお願いしたいと

思います。

それから冒頭申し上げた、１点目の関係につ

いては、やはり通常の状態ではない、非常に厳

しい、難しい状態だったということはあると思

うんですが、教育委員会が運営されているとい

うのは、教育委員会を開催してというのが基本

ではないかと。これは私の意見になるんですけ

れども、対策本部がこういう状況の中で優先さ

れるのかもしれませんけれども、教育委員会が

どのような対応を取っていくのかについては、
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基本的に教育委員会を開催して、その中での判

断をもって、今後の対策をどうするかを各市町

村の教育委員会に要請する組み立てになるので

はないか。そういう問題意識を持って、質問し

たんですけど、それはいかがでしょうか。

学校の設置者ということになれば、工藤教育長

それは市町村も同じですが首長になる。管理運

営は、それぞれの教育委員会がカバーをしてい

くことになります。そして今回の場合、夜中の

対応だったもんですから、とても教育委員会を

開いてという状況にはない。仮に教育委員会で

の議決をもって、学校をクローズしなければな

らないというものがあったにしても、その状況

の中では、教育長の専決処分にしかできなかっ

たのではないかと思っています。いろんな事案

でも、学校運営で時間のないときには、基本的

には私に専決処分という権限が与えられていま

すので、当然その後にフォローをして説明して

いきますけれども、そういうことで対応せざる

を得なかったのかなということです。

そして、木曜日の夜中という状況で、学校に

出てくるのがあと１日しかないということなの

で、できるだけ急ごうといろんな課題整理をし

たわけですが、結果的に文科省からきちんとし

た通知が来たのが、金曜日の朝１０時前だった、

それを待って動かしたという状況もありました。

国も一所懸命やっている、いろんなことを整理

しなければならない中での話だったという、緊

急事態だったということは御理解いただければ

ありがたいと思います。

種類は違いますけれども、２００８小嶋委員

年にもこういう状況があって、それが総括され

て一つにまとまったものがあるという話を聞い

ているんですけど、今回のこういう状況にあっ

たことに際して、ぜひいろんな情報を集めて、

今後のために危機管理体制の充実という観点で、

教育委員会は教育委員会として十分な総括をし

ていただいて、次の――こんなことあっちゃな

りませんが、こういうことが発生する可能性が

あるときには、その総括を基にした対策をきち

んと取っていけるような、そういう環境をぜひ

作っておいていただきたいと思いますので、要

望とさせていただきます。よろしくお願いした

いと思います。

私もコロナウィルス感染拡大防止に成迫委員

関する件ですけれども、まだほかの市町村での

状況は確認できていないので分からないのです

が、佐伯市では１６時までは自宅待機で１６時

以降は外出していいということでやっています。

子どもたちは外で遊んだりとか、友達と会った

りとかすると思うんですけど、今どこのスーパ

ーやコンビニでもマスクが不足している状況で、

せめて子どもたちだけでも備蓄がある中から確

保できないか、という声がたくさん上がってい

ます。そういった対策というのは今後考えてい

るのでしょうか。

マスクが今もう店頭でもほとんど工藤教育長

出てこない、出てもすぐなくなるという状況で、

どうしても人を集めなければならない行事等が

必然的にあるわけです。我々も来週の高校入試、

これはもう絶対に乗り切らなければいけなりま

せん。その分は今なんとかぎりぎりあって、基

本的には自分たちでしてきてください、そして

忘れたとかないという場合は、学校である程度

のストックしている中から対応します。そして

消毒液も、今全体として厳しい状況の中で、入

試まではなんとか対応できるようにということ

で、高校段階でやっています。

家庭にいる子どもたちが外に出るときにマス

クをということで、それに供給できる体制とい

うのは、今のところなかなか現実にないという

状況です。密閉された空間にはできるだけ行か

ないように、そして出入りの時には絶えず手洗

い、消毒、うがいを徹底してもらうしかないの

かなと考えています。

子どもたちが自分の身を守る手段と成迫委員

いうのは、今の状況ではマスクが本当に大切か

と思います。要望として子どもたちにマスクが

届くような対策を考えてもらいたいと思います。

よろしくお願いします。

そこは、国もいろいろと今真剣に工藤教育長

考えて対応していただいているようですから、

我々もそういう声は届けておきたいと思います。

新型コロナウィルスの関係で、私三浦委員長
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も昨日、一昨日が休会でしたので、地元の学校

等を回って、様々な意見を聴取してきました。

まず学校現場、保護者もかなりの不安というか、

急な発表の後で戸惑い、唐突さは、本当に学校

現場でも感じているようでした。

まず、中学校、特別支援学校の指導員の方が

開いていれば当然放課後児童クラブ、児童館に

行けばいいのですけれども、その方は多分時間

給で雇っているので、なかなか支援ができない

と。極端なことを言うと、１か月休みであれば

１か月給料がないという状況なので、ぜひ市町

村教育委員会と一緒になって、その実態調査、

意見聴取をしっかりとしていただきたい。これ

からまだ様々な問題点が出てくるかと思います

ので、ぜひ丁寧に吸い上げていただきたいと思

います。

また、学校給食の関係で民間業者――自校方

式ならまだしも、民間の学校給食に委託してい

る市町村も当然たくさんあって、その辺の補塡

というか営業、仕入れ先の問題もあります。学

校給食がなくなってしまったことによる、補塡

などは、どこがどう見るのか。市町村が見るの

か、県が見るのか、国が見るのか、その辺は今、

教育長どうなっているのでしょうか。

その点については、大きな課題に工藤教育長

なることは見えていますので、今全国知事会等

で意見集約をしようとしている段階です。大き

な声として国に届けたいと思っています。現実

にもういろいろと厳しい状態も出始めていると

は聞いていますので、なんとかうまく行く方法

をいっしょに探していきたいと思っています。

現状はまだ、その方向性は……三浦委員長

方向性はまだですね。工藤教育長

分かりました。そのほかにありま三浦委員長

せんか。

〔「なし」という者あり〕

ほかに質疑等もないので、これで三浦委員長

諸般の報告を終わります。

この際、ほかに何かありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

別にないので、これで教育委員会三浦委員長

関係の審査を終わります。

執行部の皆さんはお疲れさまでした。委員の

皆さまはこの後協議を行いますのでこのままお

残りください。

〔教育委員会退室〕

それでは、３月１９日の最終委員三浦委員長

会の後に、退職する県幹部職員の慰労も兼ねて

懇親会の開催を予定していましたが、昨日、県

内でも新型コロナウィルスの感染者が発生し、

県内の学校は休校となり、国の基本方針でも不

特定多数が参加する大規模なイベントや大人数

での会食の自粛が要請されています。

本日は、懇親会の取扱いについて皆さまに御

協議をいただきたいと思います。

〔委員協議〕

それでは、３月１９日の懇親会に三浦委員長

ついては、中止とすることでよろしいでしょう

か。

〔「異議なし」と言う者あり〕

それでは、そのようにします。三浦委員長

以上で、本日の日程は終了しました。これで

委員会を終わります。お疲れさまでした。


